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面　　積：1.00 ㎢
周　　囲：3.2 ㎞
人　　口：59 人
主な産業：農畜産業

〈小宝島へのアクセス〉
村営定期船「フェリーとしま」を利用します。
●鹿児島港～小宝港　約11時間35分
●名瀬港～小宝港　約3時間45分

湯泊温泉
ゆどまり

十島村役場
〒892-0822鹿児島県鹿児島市泉町14番 15号

℡. 099-222-2101　℻. 099-223-6720   
http://www.tokara.jp/

離島の人口と面積が全国第1位の
鹿児島県。魅力ある離島をご紹介！

-vol.14-

赤立神：小宝港から徒歩 15 分

横たわる妊婦のような
島影

大地に立ち並ぶ奇岩は
自然が作り出す芸術

小宝島
Kodakarajima

テンニンギク

　

南
北
約
１
６
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
島
々

が
連
な
り
、
ト
カ
ラ
列
島
と
呼
ば
れ
る

鹿
児
島
県
十
島
村
。日
本
最
後
の
秘
境
と
も

い
わ
れ
、
個
性
豊
か
な
７
つ
の
有
人
島
と

５
つ
の
無
人
島
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
有
人
島
の
う
ち
、
南
か
ら
２
番
目
に

位
置
す
る
小
さ
な
島
、
小こ
だ
か
ら
じ
ま

宝
島
。
隆
起

サ
ン
ゴ
の
ご
つ
ご
つ
し
た
大
地
に
は
、

風
の
力
が
作
り
出
し
た「
赤あ
か
た
ち
が
み

立
神
」、「
ば

ん
や
」
な
ど
の
数
多
く
の
奇き

岩が
ん

が
立
ち

並
び
、
そ
の
光
景
は
ど
こ
か
異
国
の
地
を

思
わ
せ
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
名
前
と
横
た
わ
る
妊
婦
の

よ
う
な
シ
ル
エ
ッ
ト
か
ら
、「
子
宝
に
恵

ま
れ
る
島
」と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

妊
婦
の
顔
の
部
分
に
あ
た
る
岩
山
は「
う

ね
神
」と
呼
ば
れ
、
こ
の
島
を
見
守
る
神

の
よ
う
な
存
在
感
で
す
。
島
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
、島
民
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

島
に
着
く
と
驚
か
さ
れ
る
の
が
そ
の

海
の
色
。
小
宝
島
に
は
川
が
な
い
た
め
、

周
辺
の
海
水
が
濁
ら
ず
、
透
明
度
の
高
い

コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
の
海
が
来
訪
者
を
出

迎
え
ま
す
。
夏
に
は
奇
岩
の
周
り
に
、
鮮

や
か
な
オ
レ
ン
ジ
色
が
美
し
い
テ
ン
ニ

ン
ギ
ク
が
咲
き
乱
れ
、
お
と
ぎ
話
の
よ
う

な
光
景
に
出
会
え
ま
す
。

　

歩
い
て
30
分
程
度
で
一
周
で
き
て
し

ま
う
ほ
ど
小
さ
な
島
で
す
が
、
眼
下
に
東

シ
ナ
海
を
望
む
湯
泊
温
泉
や
、
巨
大
な
奇

岩
が
そ
び
え
立
つ
赤
立
神
海
水
浴
場
は

圧
巻
。「
う
ね
神
」に
見
守
ら
れ
な
が
ら

悠
々
と
牛
が
歩
き
ま
わ
る
牧
場
や
沿
道
に

咲
き
乱
れ
る
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
な
ど
、
見
た

こ
と
も
な
い
よ
う
な
光
景
が
続
き
、
贅
沢

な
時
間
を
過
ご
せ
ま
す
。

　

日
本
最
後
の
秘
境
で
、
心
躍
る
冒
険
の

旅
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　ごつごつした岩肌と海を目の前に、潮騒を聞き
ながら入る開放的な温泉。3つに分けられた
お湯はそれぞれ温度が違い、好みの湯船に浸
かるようになっている。入浴料は無料で、夜には
満天の星空の下で入浴できる秘湯。

手
つ
か
ず
の
自
然
が
織
り
成
す

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
光
景

小
さ
な
島
に
広
が
る

お
と
ぎ
話
の
世
界
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